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１．計画策定の背景と目的 

都市計画マスタープランは、平成4年（1992年）の都市計画法改正により創設された制度で、

市町村の都市計画に関する基本的な方針（都市計画法第18条の2）を示すものです。 

策定主体となるのは市町村であり、都市の将来像や整備方針を明確にし、行政と住民がそ

れぞれを共有しながら実現していくことを目的とした、市町村の都市計画に関するもっとも

基本的な計画です。 

 

市町村の都市計画に関する基本的な方針（都市計画法第18条の2） 

第十八条の二 市町村は、議会の議決を経て定められた当該市町村の建設に関する基本 

構想並びに都市計画区域の整備、開発及び保全の方針に即し、当該市町村の都市計画

に関する基本的な方針（以下この条において「基本方針」という。）を定めるものと

する。 

２ 市町村は、基本方針を定めようとするときは、あらかじめ、公聴会の開催等住民の意

見を反映させるために必要な措置を講ずるものとする。 

３ 市町村は、基本方針を定めたときは、遅滞なく、これを公表するとともに、都道府県

知事に通知しなければならない。 

４ 市町村が定める都市計画は、基本方針に即したものでなければならない。 

 

本町においては、上位計画となる「第６次大河原町長期総合計画」の策定を踏まえ、長期

的な視点に立つとともに、仙南広域圏での位置づけや人口動態、時代の変化等を踏まえなが

ら今後の都市全体の将来像や土地利用、交通体系等のあり方について総合的な方針を定める

ことを目的として大河原町都市計画マスタープランを策定しました。 
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２．計画の位置づけ 

大河原町都市計画マスタープランは、「第６次大河原町長期総合計画」に掲げる将来像を踏

まえるとともに、さらにその先を見据えた将来像を実現していくために必要となる都市計画の

基本的な方向を明確にします。 

この計画は、「仙南広域都市計画区域の整備・開発及び保全の方針」「第４次大河原町国土

利用計画」等との整合のもと、社会経済情勢の変化や時代の潮流等を踏まえ策定するものです。 

個別のマスタープランや町の定める都市計画などは、今回定める「大河原町都市計画マスタ

ープラン」に即して行うものとなります。 

 

 

 

図 1-1 都市計画マスタープランの位置づけ 

 

  



大河原町都市計画マスタープラン 第1章 調査概要の整理 

 

4 

３．対象区域と目標年次 

（１）対象区域 

本町は、全域が「仙南広域都市計画区域」に含まれることから、町全域を対象区域としま

す。 

 

 

図 1-2 対象区域（都市計画区域） 

 

（２）目標年次 

本計画においては、上位計画となる「第６次大河原町長期総合計画」と整合を図り、目標

年次を2029年度とし、中間年次は2023年度とします。 

 

 

 

 

 


